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昭和2年留萌一大楷間が開

通してから今日まで60年間に
わたり地域住民の足として、

さらには日本海沿岸市町村の

産業、経済の振興発展に極め

て重要な役割を果たしてきた

国鉄羽幌線、3月29日をもっ

てその歴史を閉じました。
お役目ご苦労さまでした。

羽幌線‥・長い問

ご苦労さまでした
3月30日より、バス転換

羽
幌
線
の
歴
史

昭
和
2
年
1
0
月
2
5
日

留
萌
線
（
現
羽
幌
線
）
、
留
萌

・
大
椴
間
開
通
営
業
開
始
。
中
間

に
三
泊
、
臼
谷
、
小
平
の
各
停
車

場
を
開
業

昭
和
3
年
1
0
月
1
0
日

留
萌
線
（
現
羽
幌
線
）
、
大
椴
・

鬼
鹿
間
開
通
営
業
開
始

昭
和
6
年
8
月
1
5
日

留
萌
線
（
現
羽
幌
線
）
、
鬼
鹿
、

古
丹
別
間
開
通
営
業
開
始
、
中
間

に
力
昼
停
車
場
を
開
業
。

昭
和
7
年
9
月
1
日

羽
幌
線
、
古
丹
別
、
羽
幌
間
開

通
営
業
開
始
、
中
間
に
上
平
、
苫

前
の
両
停
車
場
を
開
業
。

昭
和
10
年
6
月
3
0
日

天
塩
線
（
現
羽
幌
線
）
、
幌
延

・
天
塩
間
開
通
営
業
開
始
、
中
間

に
振
老
・
北
川
口
の
両
停
車
場
を

開
業
。

昭
和
11
年
1
0
月
2
3
日

天
塩
線
（
現
羽
幌
線
）
、
天
塩

・
遠
別
開
聞
通
営
業
開
始
、
中
間

に
更
岸
・
丸
松
の
両
停
車
場
を
開

業
。
昭
和
1
6
年
12
月
9
日

羽
幌
線
、
羽
幌
、
築
別
間
開
通

営
業
開
始

昭
和
3
2
年
1
1
月
6
旧

／
、

羽
幌
線
、
築
別
、
初
山
別
間
開

通
営
業
開
始
、
中
間
に
天
塩
有
明
、

天
塩
栄
の
両
停
車
場
を
開
業
。

昭
和
33
年
10
月
1
8
日

羽
幌
線
、
初
山
別
、
天
塩
線
、

遠
別
間
開
通
営
業
開
始
、
中
間
に

豊
岬
、
歌
越
、
天
塩
大
沢
、
井
成
、

天
塩
金
浦
の
各
停
車
場
を
開
業
、

こ
れ
に
よ
り
留
萌
、
幌
延
間
が
全

通
し
、
天
塩
線
の
名
称
を
廃
止
し

て
羽
幌
線
と
改
称

昭
和
6
2
年
3
月
2
9
日

羽
幌
線
全
線
、
旅
客
営
業
廃
止

3
月
3
0
日
よ
り
バ
ス
代
替
輸
送
に

な
り
羽
幌
線
は
着
手
し
て
か
ら
今

日
ま
で
6
0
年
の
歴
史
に
幕
を
終
え

ま
し
た
。

お
も
え
ば
先
人
た
ち
が
鉄
道
の

敷
設
に
執
念
と
血
の
に
じ
む
よ
う

な
努
力
に
よ
り
開
通
し
た
羽
幌
線
、

当
時
交
通
機
関
と
い
え
ば
、
旅
行

者
は
客
馬
車
、
貨
物
は
荷
馬
車
で

冬
期
間
は
馬
そ
り
が
主
役
の
時
代

で
、
国
鉄
と
い
う
巨
大
輸
送
機
関

の
出
現
は
、
単
な
る
交
通
機
関
だ

け
で
な
く
、
”
人
の
集
ま
る
所
〟

必
然
的
に
商
店
街
が
形
成
さ
れ
、

繁
栄
の
源
で
も
あ
り
ま
し
た
。

鉄
道
の
開
通
に
よ
り
市
町
村
は

発
展
し
た
と
い
っ
て
も
過
言
で
は

な
い
と
思
い
ま
す
。

近
年
道
路
網
の
整
備
と
急
速
な

自
動
車
の
発
達
に
よ
り
、
国
鉄
の

利
用
者
が
減
り
、
時
代
の
流
れ
に

よ
り
羽
幌
線
が
消
え
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
本
当
に
淋
し
い
か
ぎ

り
で
す
。

長
期
間
、
地
域
経
済
の
発
展
と

生
活
物
資
の
輸
送
、
通
勤
通
学
の

足
と
し
て
重
要
な
役
割
を
は
た
し

去
っ
て
い
き
ま
し
た
。
6
0
年
間
ご

苦
労
さ
ま
で
し
た
。

代
替
バ
ス

ス
タ
ー
ト

2
9
日
で
廃
止
に
な
っ
た
国
鉄
羽

幌
線
に
代
わ
り
、
住
民
の
足
と
し

て
沿
岸
バ
ス
株
式
会
社
の
代
替
バ

ス
が
30
日
早
朝
留
萌
十
字
街
か
ら

6
時
2
1
分
幌
延
に
む
か
っ
て
ス
タ

ー
ト
し
ま
し
た
。

代
替
バ
ス
は
、
住
民
利
便
を
考

え
新
車
1
6
台
を
購
入
し
て
通
勤
、

通
学
の
足
の
確
保
に
万
全
の
態
勢

を
と
っ
て
い
ま
す
。

市
内
の
輸
送
経
路
は
3
系
統
が

透
り
、
通
学
対
策
の
元
川
町
経
由
、

一
般
乗
客
に
配
慮
し
た
船
場
町
経

由
、
快
速
旭
川
行
を
考
え
た
東
岸

船
溜
経
由
が
あ
り
ま
す
。

運
行
回
数
は
、
旧
国
鉄
の
運
行

回
数
8
往
復
（
留
萌
～
羽
幌
間
）

を
確
保
し
、
既
存
バ
ス
の
運
行
回

数
9
往
復
と
合
せ
て
1
日
1
7
往
復

を
確
保
し
て
い
ま
す
。

今
ま
で
国
鉄
を
利
用
し
て
い
た

・
・
′
／

＼

往
民
に
不
便
を
か
け
な
い
よ
う
に
♂

配
慮
さ
れ
、
こ
れ
か
ら
住
民
の
足

と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

停
留
所
・

駐
車
場
整
備

バ
ス
転
換
に
よ
り
留
萌
市
が
実

施
す
る
関
連
事
業
に
つ
い
て
紹
介

し
ま
す
。

・
元
川
町
に
通
学
生
を
対
象
に
停

留
所
を
（
2
5
平
方
㍍
）
を
設
置
し

ま
す
。

・
東
岸
通
り
を
交
通
安
全
対
策
と

し
て
道
路
改
良
工
事
（
3

6
4
平
方
㍍
）

を
実
施
し
ま
す
。

・
留
萌
駅
前
と
三
泊
駅
の
待
合
に

バ
ス
利
用
者
の
利
便
性
を
高
め
る

と
共
に
商
店
街
振
興
、
海
水
浴
場

対
策
と
し
て
駐
車
場
を
造
成
し
ま

す
。
留
萌
駅
前
駐
車
場
（
5

9
8
平
方

㍍
）
三
泊
駅
前
駐
車
場
（
馳
平
方
㍍
）

以
上
の
こ
と
を
整
備
し
、
利
用

者
に
不
便
を
か
け
ぬ
よ
う
計
画
を

進
め
て
い
ま
す
。

な
お
、
沿
岸
バ
ス
株
式
会
社
が

実
施
す
る
事
業
の
う
ち
留
萌
市
に

は
、
駅
前
待
合
所
の
改
築
と
明
元

町
の
バ
ス
置
場
の
造
成
が
計
画
さ

れ
て
い
ま
す
。

市
民
の
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。
バ
ス
転
換
に
つ
い
て

の
問
い
恰
せ
は
、
市
役
所
秘
書
企

画
課
℡
2
～
1
8
0
1
・
獅
番
へ
。

60年問ご苦労さまでした。
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皆さんの足は、まかせてください
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